
滞留水の貯蔵状況（4月17日時点） 東京電力株式会社
平成24年4月23日

仮設ＲＨＲＳ　Ｐ’Ｐ

ろ過水タンク

中低レベル（既設）
中低レベル（追設予定）
高レベル（既設）
高レベル（追設予定）
移送ホース布設ルート
淡水注水ルート

高レベル滞留水受タンクセシウム吸着塔
仮保管施設

廃スラッジ貯蔵施設 セシウム吸着塔
一時保管施設

無線局舎

滞留水処理設備制御室

恒設受変電設備

中低レベル
排水用
2.14ha

中低レベル
排水用
2.12ha

中低レベル
排水用1.32ha

汚染処理排水
0.53ha

淡水化
装置

Ｇエリア

Ａエリア

Ｈ2

H9

H3

Ｆエリア

Ｆエリア

Ｃエリア

Ｂエリア

Ｈ8Ｈ7

Ｈ1

Eエリア

Dエリア

Hエリア

RO及び蒸発濃縮装置後
淡水受タンク

30%

水量:7477/25100[m3]

RO後濃縮塩水受タンク

91%

水量:125703/138200[m3]

使用済ベッセル

35%

保管量:399/1137体

バッファタンク

※1

淡水化装置

炉注水量

1号機：156m
3
/日

2号機：216m
3
/日

3号機：168m
3
/日

炉注水ポンプ

保管量:581/700[m3]

廃スラッジ

83%

*

※2,3

※3

処理水移送ポンプ

濃縮廃液貯槽

58%

水量:5482/9500[m3] ※2,3 ※2,3

※1　第二セシウム吸着装置使用済ベッセルを含む
※2　装置稼動中につき水位が静定しないため参考扱い
※3　貯蔵容量は運用上の上限を示す
　　　　（タンクの貯蔵容量は10の位を切り捨てして表記）

　

①建屋内滞留水水位及び貯蔵量

②廃棄物発生量

③処理水タンク貯蔵量

①建屋内滞留水水位及び貯蔵量
　・建屋内滞留水水位は運転上の制限を満足
　・処理装置（セシウム吸着装置，第二セシウム吸着装置）は運転中
②廃棄物発生量
　・除染装置停止中のため，廃スラッジ貯蔵量は変動なし
③処理水タンク貯蔵量
　・淡水化装置（ＲＯ方式）による処理により，
　　処理後の淡水受タンク及び濃縮塩水タンク貯蔵量は若干の変動あり
　・蒸発濃縮装置は全台停止中
④５，６号機滞留水貯蔵量
　・Ｆエリアタンクの貯蔵量は増加（4/16～ 構内散水を再開）

滞留水の貯蔵及び処理の状況概略

④５，６号機滞留水貯蔵量

水量:9700/10800[m3] ※3

Fエリアタンク

90%

水量:7971/8000[m3]

メガフロート

99%

※3

中低レベル排水用タンク
（用途検討中）

Ｈ5

Ｈ6

Ｈ4

中低レベル排水用
1.40ha

中低レベル
排水用
1.57ha

施設 貯蔵量 T/B建屋内水位

1号機 約14,200m3 OP.3,145

2号機 約22,700m3 OP.3,167

3号機 約24,000m3 OP.3,108

4号機 約18,800m3 OP.3,105

合　計 約79,700m3

貯蔵量 水位

約14,230m3 OP.3,924

約4,210m3 OP.2,901

約18,440m3

貯蔵施設

プロセス主建屋

高温焼却炉建屋

合　計



滞留水の処理状況（4月18日時点） 東京電力株式会社
平成24年4月23日

約41%

約82%

約300,930m
3

核種

I-131

Cs-134

Cs-137

核種

I-131

Cs-134

Cs-137

RO処理前 RO処理後

塩素濃度 *4 1,000ppm ＜1ppm

蒸発濃縮処理前 蒸発濃縮処理後

塩素濃度 *5 6,900ppm 2ppm

8.9E+03

4.2E+04

4.6E+04

－

DF *3

DF *2

－

9.2E+03

稼働率（処理量） *1

稼働率（時間） *1

累積処理量
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単位時間当たりの処理量

累積処理量

２，３号機タービン建屋及びプロセス主建屋，高温焼却炉建屋の水位グラフ

処理装置の稼働状況

単
位

時
間

当
た

り
の

処
理

量
（
m

3
/
h
）

T/B建屋水位（ＯＰ）

*1　H24.4.18 7時時点
（並列運転における第二セシウム吸着装置処理分、
運転時間は除く）

累
積

処
理

量
（
m

3）

プロセス，HTI建屋水位（ＯＰ）

＊2　3/20の採取データ（セシウム吸着装置運転）

*4　3/20の採取データ

＊3　3/20の採取データ（第二セシウム吸着装置運転）

*5　12/20の採取データ

水処理装置運転
（セシウム吸着装置）
（第二セシウム吸着装置）

水処理装置一時停止
（第二セシウム吸着装置）

水処理装置起動
（第二セシウム吸着装置）

水処理装置停止
（第二セシウム吸着装置）
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－２号機タービン建屋水位
－３号機タービン建屋水位
－プロセス主建屋水位
－高温焼却炉建屋水位
□は実績


